
令和５年度の政策・予算に関する三重県知事への要望 
三重県商工会議所連合会 

三重県商工会議所連合会（会長 種橋潤治）は、令和４年９月２０日（火）、ホテルグリ

ーンパーク津にて、三重県へ令和５年度の政策・予算に関する要望を行いました。 
当連合会からは県内の１２商工会議所から会頭・副会頭・専務理事、２３名が出席、三

重県側は一見勝之知事をはじめ関係部局から１３名が出席し、種橋会長から一見知事に要

望書を手渡しました。         

種橋会長は、県が感染防止対策と地域経済の再

生等に尽力していただいていることに感謝を示すとともに、コロナの収束は、いまだ見通

せない中、「コロナ対策への着実な取組と新たな社会課題への

対応」そして「地方創生の加速」という観点から、令和 5 年

度の政策・予算に関して要望するとし、挨拶の中で、「深刻な

経営状況が続いている観光関連事業者等への支援、中小企業

等の競争力を強化していくためのビジネスモデルの転換、生

産性向上、ＤＸ推進などの取組」、「新たな経営課題である資

源・原材料価格の高騰等への対策、カーボンニュートラルへ

の対応」、「地方創生を加速するためのリニア効果が最大化す

る取組」、「新型コロナによって課題が明らかになった首都圏

一極集中の解消や地方への新しい人の流れの加速など、地方

創生に向けた環境整備等」が必要と述べ、その後、喜多専務理事から要望概要を説明し、

出席の会頭・副会頭からそれぞれ地域課題等、提言・要望を発言しました。 
一見知事は要望及び各会議所の発言に対し時間を掛け、きめ

細かなコメントを述べられました。 

▲一見知事へ要望書を手渡す種橋会長 

▲提言・要望活動の様子 

▲挨拶をする種橋会長 

▲コメントする一見知事


